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い
よ
い
よ
数
日
後
、
十
一
月
一
一
ナ
自
に
衆
議
磁
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
留
め
国
間
閣
議
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
れ
た
裁
判
官
、
あ
わ
せ
て
八
人
が
留
民
一
査
役
面
需
に
の
ぞ
ん
で
一
く
だ
さ
い
。

事
警
吊
問
委
員
選
、
い
ま
、
最
後
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
と
ん
ど
の
選
著
書
有
権
者
総
数
は
六
芝
宝
章
受
け
ま
す
。
一

千
九
百
二
十
七
〈
随
一
一
四
二
一
一
@
二
一

O
一
確
定
)
、
醤
需
は
市
役
所
卒
学
会
民
館
な
ど
の
一
一
十
九
カ
所
で
す
。
蚕
訟
は
主
務
員
を
選
任
し
た
担
、
龍
一
鼻
持
議
院
議
員
総
選
一
撃
の
注
建

問
恒
常
は
あ
く
る
日
の
二
十
一
日
朝
か
ら
長
室
長
手
行
な
い
ま
す
。
選
挙
算
委
員
会
で
は
、
襲
に
あ
た

P

て
一
免
し
た
む
す
る
こ
と
は
、
臨
語
有
の
ず
襲
用
紙
に
候
補
者
で
な
い
#

と
く
に
、
次
の
言
語
ず
る
よ
う
有
権
者
に
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
@
…
需
で
あ
る

d

と
き
め
て
お
り
、
乙
の
一
堂
警
か
な
い
乙
と
。
霊

一
精
神
に
も
と
ず
い
て
、
裁
判
官
の
国
民
一

一
一
名
の
ほ
か
は
、
何
も
密
か
な

T

-
審
音
制
度
が
あ
る
わ
け
で
す
し
、
一
回
一

の
祭
礼
投
泰γげ
で
国
資
十
数
億
内
一
マ
警
務
で
は
、
入
場
券
と
裂

が
使
わ
れ
る
、
と
い
わ
れ
ま
す
。
議
員
一
に
、
衆
議
院
議
民
総
選
挙
と
島

を
え
ら
ぷ
の
と
悶
じ
山
が
ま
え
で
、
醤
一
裁
判
官
国
民
密
資
わ
投
棄
問
併
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ζ

の
制
度
の
科
婦
方
法
は
、

21ii:iiifiii?i 
FjiiiijY!j; 
iiA?i fgi 警官舎 … 
聖天議官諸君主著岩手踊!れ管さて 7時

間;;;612:を手当
;iiiiidlj問者
明語首長持主堅議
長32 て igizi!??iip
iizi ih弘中間
取顎特許量同旬開て

2311iiiifi訳語

所 29 カ所@投

-
.... 甑E

近
穣
臼
出
造

一
円
且
選
ん
だ
飯
治
家
安
フ
ン
ガ
イ
す
る
の
は
、
自
分

の
足
を
撲
る
よ
う
な
も
の

し
ら
べ
る

警
告7ヒ
だ
と
、
室
長
一
に

れ
、
白
痴
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
、
一
民

レ
一
さ
き
の
九
月
定
例
市
議
会
で
選
挙
さ
れ
一
氏
(
必
)
弁
護
士
、
平
波
新
宿
②
(
再
)

ま
す
。
厚
生
省
で
も
昨
年
室
、
乙
一
た
あ
た
ら
し
い
選
挙
革
委
員
は
、
十
一

v委
員
走
純
霊
(
位
)
商

の
小
児7
ヒ
を
伝
染
病
に
指
定
し
ま
一
一
月
間
正
式
に
壁
、
初
会
合
喜
一
紫
、
禁
事
き

し
た
。
一
ら
い
て
、
役
員
を
き
め
ま
し
た
。
抑
制
委
一
v
委
員
1
下
乳
房
尚
尚
氏
(
幻
)
歴
五

小
児
マ
ヒ
予
防
註
射
め
申
し
込
一
員
次
の
と
お

D
、
任
問
拙
い
ず
れ
も
古
淳
一
海
鼠
④
(
新
)

か
な
ら
ず
母
子
一
V
警
員
長n
H
笹
露
出
回
治
氏
(
m
n
〉
信
用
一
乙
の
要
員
改
選
は
、
品

衛
生
課
一
金
庫
常
務
態
事
、
平
塚
①
(
新
)
一
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

h
v警
興
長
職
務
代
援
者
官
権
姦
旧
郎
一
7
u
片
山

グ 須賀主主民館

富民.1O~12時海岸公民館
(木.) 13~1う時花ノ主主主fi\，官

1O~15時平塚保健所

結うそうニ

21 呂から巡屈

ほうそうの予妨注射を次の日穏

で巡回実筋します。対象の子供

さんは，①ことしの 2 月 1 白か

ら 7 月 31 日までに生れた子主，

②来年小学校へ入学する子。料

金は10円です
11月21 臼城島主主民館呈菱自主壬民館
228宮沢小学校 a 悠 主主函館

24日間踏出張所 e金田農協

25日金自主主民館@土屋初、学級

26日花水会館。 28日大野小学
校。 29日神間保育所。 30日須
賀益民館

12F.l l 臼中原益民館。 2 日馬入
青年会館@平塚保健所。 3 日
見総合主主金皇室。 1

草寺関I立毎日 13存在30分~15時まで
~ 

切り耳元号線 白

昭和35年 11 月

小
児
マ
ヒ
予
訪

狂犬病の=

5 衛生諜では，狂犬肝妨注射を
E 次の日程で追加実施することを

喜きめました。まだ注射を受けて

言いない犬は，ぜひこの機会をご

利用ください。各自主も 12月中
1 日.1O~12待問階出張所

(木〉 。 城島ffi1l長所

13~15時金田出E要所
グ 登阪会民館

2 臼.1O~12待土箆小官官
〈金〉タ 金目出張所

13~15持家畜保健所

グ 主E 出張所
58 • 1O~12時神田ffillit所
〈月〉タ 四之宮公民館

13~15日時八幡公民館
タ 中原主主民館

E 阪.1O~12符量豊原公民銀
(火〉グ柳田J1筒防 1 分間

13~15降格訪2 好主主
タ 見時す合体育館

7 S .1O~12時消防35子箇
(7j()。 馬入消防 5分間

13~15時須賀海宝寺



C だれにも言え

ないあなたの悩

み、心配ととを

そっと訴えてい
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諮盤貴霊童@ ““種目輔署入箆主E軍聾民ほか

謹書殴内容@身のうえ⑨健康@家庭

@往左葺@職務@車吉勝@主主活@教育

そø他精締官官緩事時的関題なんでも

業主主る出議選手

佐藤喜知夫 平間誠雪E 包代 ff隈-
鈴木錦洋 竹聖子 f中雄 E自淵 実

寓倉 王豊原 満柴沼充夫
荒井 重量 E喜久保立次 後藤義光
白鳥伸雄 平林巳伏努 飯村議議三

機内茂夫 杉弁工E義 山本清治



谷
骨
窓
口
、
高
橋
ヨ
ネ
@
讃
霊
鳥
海
室
、
佐
警
高
、
江
警

金
次
、
石
川
園
田
岳
、
小
筆
画
一
一
、
小
郎
、
加
藤
挺
昔
、
宮
前
忠
夫
、
熊

宮
口
奨
江
、
議
婿
楼
子
、
松
回
世
知
江
、
沢
登
次
、
長
谷
川
栄
次
郎
、
依
田

角
田
凶
敏
子
、
川
崎
一
ア
ル
、
菅
原
進
っ
た
江
、
回
中
和
磁

z
pく
市
館
町4
4な
マ
級
康
広
報
蚕
員
会
(
事
務
所
@
馬
マ
花
水
広
報
委
員
会
(
事
務
所

e

沼

市
役
所
と
住
民
間
の
入
四
九
二
一
関
野
一
労
方

a
蚕
一
一
民
十
水
蔀
夜
局
内
@
委
員
土
問
名
)

広
報
と
声
の
寂
七
名
)
委
員
長
野
締
芳
一
平
@
磁
査
員
長
添

一
一
白
次
ぎ
校
と
し
議
員
長
田
野
一
男
@
副
委
員
長
内
組
節
子
、
紛
凶
和
夫
@
緩
慎
斎
藤

一
一
て
積
一
躍
す
る
広
田
急
太
郎
、
同
時
詰
な
み
、
委
員
井
鏡
字
、
内
留
一
一
量
メ
鼠
京
治
、
小

由
良
報
委
員
会
雪
上
昭
一
子
、
武
井
雲
、
護
言
語
雄
、
普
武
器
、
腎
英

鴻
ン
パ
ー
を
紹
介
、
猪
壁
、
鈴
木
健
司
、
池
野
一
一
、
い
一
襲
撃
、
河
原
敦
子
、

却
し
て
お
き
ま
郎
、
石
蓄
、
一
襲
撃
、
黒
星
喜
代
子
、
普
葉
、
種

多
討
す
。
喜
へ
警
告
枝
、
喜
久
礎
石
室
問
書

診
ま
の
な
費

c

、
安
静
自
治
、
竹
沢
豆
、
一
一
見
守
富
士
一
見
広
報
委
員
会
(
事
務
所

e

v
吃
童
、
質
問
事
事
選
二
二
一
四
大
霊
感
刀
@
委

一
端
項
な
ど
も
を
お
守
潜
広
報
霊
会
(
事
務
所
@
憲
章
一
ニ
名
)

一
品
ち
に
な
っ
た
と
童
書
室
内
@
委
員
一
平
一
一
霊
祭
大
震
ぞ
副
委
員
長
波

泣
き
段
、
い
ち
ど
名
)
辺
浦
太
郊
、
若
沢
ト
ヨ
@
委
員
府

一
台
相
談
く
だ
さ
委
員
長
告
伝
@
襲
員
長
関
川
貞
与
、
府
川
美
智
字
、
府
川
番

=
ぃ
。
(
今
関
本
山
千
穂
、
足
立
友
治
@
養
員
上
代
、
佼
抱
キ
ン
、
問
阿
久
樟
ふ
さ
、

回
渉
、
松
本
栄
一
、
遠
露
正
男
小
察
ヰ
代
子
、
申
厨
弘
、
今
井

広
子
、
杉
山
と
く
、
佐
藤
主
土

、
佐
藤
幸
子
、
諸
沢
方
不
子
、
菅

木
フ
ミ
子
、
小
川
爽
綴
字
、
後
藤
(
敬
称
略
)

次
郎
は
大
野
ブ
ロ
ッ
フ
の
予
定

千
品
川
、
内
藤
ヒ
口
、
山
口
サ
ダ
、

ら
寂P
入
れ
の
と
き
に
よ
く
ふ
る

い
溶
す
こ
と
。

④
米
選
機
で
よ
く
調
整
し
、
石
白
書

に
努
力
す
る
乙
と
。

も
み
ず
り
の
ま
え
に
は
、
か
芯
ら
ず

と
う
み
(
庸
箕
)
遂
に
よ
る
も
み
の

精
選
を
し
、
も
み
ず
D

の
で
き
た
玄

門
農
薬
師
団
渓
〕
の
童
京
も
乙
の
土
移
混
入
を
ふ
せ
殺
は
、
米
議
機
に
よ
っ
て
さ
ら
に
十

h
v米
伎
の
な
か
ぐ
、
と
い
う
点
に
お
か
れ
る
よ
う
で
分
な
精
選
を
し
て
、
も
み
や
宛
米
を

に
土
や
砂
が
ま
す
か
白
、
米
の
調
援
を
行
な
う
に
あ
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
上

じ
る
。
、
こ
の
た
っ
て
、
次
の
点
に
よ
く
詮
議
し
て
質
米
が
と
れ
た
の
に
、
最
後
の
調
獲

く
だ
さ
い
。
が
惑
い
た
め
下
位
等
訟
を
つ
け
ら

問
題
は
と
く
に
、
神
奈
川
県
蕗
米
に

対
す
る
数
判
の
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
①
つ
と
め
て
掛
け
子
し
を
す
る

ζ
と
れ
、
海
口
問
と
し
て
の
緬
僅
を
お
と
し

す
。
米
の
品
質
が
い
か
に
よ
く
て
め
足
先
り
も
み
や
、
ャ
レ
ろ
干
し
の
て
い
る
例
が
多
い
よ
ー
つ
で
す
。

も
、
土
や
砂
が
ま
じ
っ
て
い
た

D
す
と
き
の
ζ
ぽ
れ
は
、
最
後
ま
で
那

る
と
、
せ
っ
か
く
つ
く
っ
た
米
俵
左
扱
い
に
し
て
調
築
ず
る

ζ
と
。

と
い
て
、
百
円
務
整
℃
て
も
ら
う
こ
と
③
た
お
れ
た
稲
や
雨
に
当
っ
た
健
穏

に
な
り
ま
す
。ζ
と
し
の
米
の
検
蚕
は
、
土
や
砂
が
か
ら
み
や
す
い
か

入

の

こ
と
し
の
米
の
検
登

た
。
参
加
二
十
七
選
手
が
耕
う
ん
の

わ
ざ
を
事
そ
い
ま
し
た
。
上
位
入
賞

者
次
の
と
おP

優
等
賞
。
域
部
議
大
民
(
金
田
)

一
等
箆
@
小
泉
和
室
氏
ハ
問
問
〉

ク
持
田
忠
治
民
(
金
自
)

ニ
等
賞
@
原
町
出
栄
尚
氏
ほ
か
一
一
一
名

署員露穫さ
事雪量雪ん
雲謹言語がの
を宅可勾{憂域

詰 E喜勝田
量あ十会
しと四

;iiiii 
い柔 ι 議高義
量雲 属議室
~~ 蓄基民

信義害警
空言 喜三更 4
含 E52 雇
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号h訴ま詰奇書 2 3 控室長持託手書 Z 翼手芸
2223駐日ゑ22515 委主 2551f 三塁言
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ifiiiii滞納遊歩的諮名返す 2E7露出;
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?iiifiif1iiiifiiiiii1i 
g 守口語軒同署3R22時望号泣

納税組合長10年、滞納をなくいいまでは霞@県@討すの納税

表彰を受けるまマになった盤強i撞りぢ“ 古川さんと衡はiさん

はj口特派員

(教育研究所長)

さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
た
と
き
は
、
う
れ
さ
て
、
衆
議
政
議
員
の
総
議
案
も
、

し
か
っ
た
が
、
ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
自
の
ま
え
に
追
っ
て
き
ま
し
た
。

か
っ
た
。
政
治
や
選
挙
に
も
こ
ん
な
く
せ
が

子
供
で
も
、
白
骨
の
く
せ
ぜ
こ
ん
な
守
政
治
を
他
入
む
と
の
よ
う
に
思
う

に
な
お
し
て
い
る
の
に
、
お
と
な
の
く
せ
。

設
界
は
:
:
:
脅
か
ら
、
な
く
て
七
く
マ
お
れ
ひ
と
り
が
径
回
選
挙
を
や
っ

せ
、
お
と
な
に
も
、
ず
い
ぶ
ん
か
つ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
鼠
う
く

て
な
く
せ
が
あ
る
な
あ
、
と
思
い
ま
せ
。

子
供
の
日
記
憶
の
な
か
に
、
こ
ん
な
し
た
。
、
守
私
ひ
と
り
が
投
棄
問
へ
い
か
な
く

一
ペ
ー
ジ
が
あ
D

て
も
、
と
思
う
く

ま
し
た
。

M
H

硲
'
せ
。

×
月
V八
日H

「
お

F
\
γ

み
』
t

マ
選
挙
骨
け
ん
か

か
あ
さ
ん
矯
子
」
と
思
っ
く
せ
。

「
お
か
あ
さ
ん
ク

H

政
治
や
選
挙
に
も
あ
る
く
せ
μ

マ
反
対
意
見
に
耳

ツ
」
「
お
か
あ
さ
を
か
さ
な
い
く

ん
力
パ
ン
」
「
お
骨
あ
さ
ん

i
i

」
俄
入
の
め
い
わ
く
を
考
え
な
い
く
せ
。
と
ん
な
く
せ
は
、
子
供
に
ま
け

僕
は
な
ん
で
も
「
お
骨
あ
さ
ん
お
か
せ
。
時
簡
を
守
ら
な
い
く
せ
。
自
分
ず
に
乙
の
際
な
お
し
た
い
、
と
し
み

あ
さ
ん
」
と
お
か
あ
さ
ん
を
佼
つ
て
の
重
荷
に
は
む
く
敏
感
で
あ
白
な
が
じ
み
考
え
ま
し
た
。

い
だ
。
ら
人
の
一
清
の
麓
荷
に
は
ケ
ロ
リ
と
し

あ
る
日
、
お
と
う
さ
ん
A
r
b「
自
分
て
い
る
く
せ
。
ひ
と
D

ょ
がD
の
く

の
こ
と
は
自
分
で
せ
い
。
」
と
ひ
ど
せ
。
自
八
ザ
に
は
寛
容
で
あ
白
な
が

く
し
か
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
な
る
ら
、
他
人
に
は
カ
コ
ク
な
く
せ
。
な

べ
く
自
分
で
や
る
こ
と
に
し
た
。
どi:
数
え
て
い
け
ば
告
白
が
な
い

「
ょ
く
で
き
ま
す
ホ
。
」
と
お
か
あ
く
ら
い
あ

D

ま
す
雪

話し合いの1Á織
選挙管蕗接関盛がダ

童後のひとときにお

くる麓し骨いの総鐙

写
真
は
八
路
神
社

総
穣
の
御
朱
布
状

市将来の構想を示せ

藤沢市では釈の構内に， 20年後の構

d 想、図を掲示して市民の関心をあつめ

ている。平塚市も将来どう発展する

のか，わかりやすく発表できなし、か

中原下宿・中戸川裕〈会社員〉

Z図書E 篠憎空(小学瞳〕・子供のく点としつけ(箆土社〉

アンデスを越えて〈牧書居}・子供の読書の場き方(湿土佐)

桂久間ダム鞄語(東，， 5 月社〉・蓋 目 激石 〈告時望書屠J
赤昌のボチ(議論社)・野 o ~全世 (講談社〉

チロルの車体み(あかね審理〉・ヲE 置の 欽 〈あかね害屠)
吋合 会

Z職画r大字富基地〈ゾ 亜〉火星探険空盟映画
マ Y 争ンレー征踊 (東農)アラス方学術諮査盟の記録

轄地事の灯 t東暁) 3Aの担克が強〈生き由〈駒2苦

うくいす笛を吹く少年〔東映〕島村@少年と盟主の霊晴~結く
甑農のこどもたち 〔集 室〉不況の北九蛸炭鉱傷のこどもた与

市でもつねづね，この広

報紙や広報委員会主催の歩く市役所

と呼ぶあつまりの席上などをとおし

て市政の方向，市の将来のすがたを

説明してきています。が，なおご意

見にこたえて， 1 月号の広報紙上に

ご要望に添った特別記事をのせたい

と考えます。

/ (総務課〉

中央児童復祉
審議会捻薦


